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消
防
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
要
綱

第
一

共
同
防
火
管
理
制
度
及
び
共
同
防
災
管
理
制
度
の
整
備

一

高
層
建
築
物
等
で
管
理
権
原
が
分
か
れ
て
い
る
防
火
対
象
物
に
つ
い
て
、
そ
の
管
理
権
原
を
有
す
る
者
は
、
一
定
の
資

格
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
当
該
防
火
対
象
物
全
体
の
防
火
管
理
業
務
を
行
う
統
括
防
火
管
理
者
を
協
議
し
て
定
め
、

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
防
火
対
象
物
全
体
に
つ
い
て
の
消
防
計
画
の
作
成
、
避
難
訓
練
の
実
施
、
当
該
防

火
対
象
物
の
廊
下
等
の
共
用
部
分
の
管
理
等
の
防
火
管
理
業
務
を
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
八
条
の
二
第
一
項

関
係
）

二

統
括
防
火
管
理
者
は
、
当
該
防
火
対
象
物
全
体
に
つ
い
て
の
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
を
行
う
場
合
に
お
い
て
必
要
が

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
各
防
火
管
理
者
に
対
し
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す

る
こ
と
。
（
第
八
条
の
二
第
二
項
関
係
）

三

防
火
管
理
者
が
作
成
す
る
消
防
計
画
は
、
統
括
防
火
管
理
者
が
作
成
す
る
防
火
対
象
物
全
体
に
つ
い
て
の
消
防
計
画
に

適
合
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
（
第
八
条
の
二
第
三
項
関
係
）

四

当
該
防
火
対
象
物
の
管
理
権
原
を
有
す
る
者
は
、
統
括
防
火
管
理
者
を
定
め
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
所
轄
消
防
長
又
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は
消
防
署
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
（
第
八
条
の
二
第
四
項
関
係
）

五

消
防
長
又
は
消
防
署
長
は
、
統
括
防
火
管
理
者
が
定
め
ら
れ
て
い
な
い
と
認
め
る
場
合
に
は
、
当
該
防
火
対
象
物
の
管

理
権
原
を
有
す
る
者
に
対
し
、
統
括
防
火
管
理
者
を
定
め
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
（
第
八
条
の
二

第
五
項
関
係
）

六

消
防
長
又
は
消
防
署
長
は
、
防
火
対
象
物
全
体
に
つ
い
て
統
括
防
火
管
理
者
の
行
う
べ
き
防
火
管
理
上
必
要
な
業
務
が

法
令
の
規
定
又
は
当
該
防
火
対
象
物
全
体
に
つ
い
て
の
消
防
計
画
に
従
っ
て
行
わ
れ
て
い
な
い
と
認
め
る
場
合
に
は
、
当

該
防
火
対
象
物
の
管
理
権
原
を
有
す
る
者
に
対
し
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
（

第
八
条
の
二
第
六
項
関
係
）

七

高
層
建
築
物
等
の
う
ち
多
数
の
者
が
出
入
す
る
一
定
の
大
規
模
な
防
火
対
象
物
に
つ
い
て
、
そ
の
管
理
権
原
を
有
す
る

者
は
、
一
定
の
資
格
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
、
当
該
防
火
対
象
物
全
体
の
防
災
管
理
業
務
を
行
う
統
括
防
災
管
理
者
を

協
議
し
て
定
め
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
防
火
対
象
物
全
体
に
つ
い
て
の
防
災
に
係
る
消
防
計
画
の
作
成

、
避
難
訓
練
の
実
施
等
の
防
災
管
理
業
務
を
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
統
括
防
災
管
理
者
に

、
統
括
防
火
管
理
者
の
行
う
べ
き
業
務
を
行
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
六
条
関
係
）
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八

そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
。

第
二

消
防
用
機
械
器
具
等
の
違
法
な
流
通
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
の
拡
充

一

日
本
消
防
検
定
協
会
又
は
登
録
検
定
機
関
は
、
不
正
の
手
段
に
よ
っ
て
型
式
適
合
検
定
に
合
格
し
た
検
定
対
象
機
械
器

具
等
の
合
格
の
決
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
（
第
二
十
一
条
の
八
第
二
項
関
係
）

二

検
定
に
合
格
し
て
い
な
い
消
防
用
機
械
器
具
等
が
市
場
に
流
通
し
た
場
合
に
、
総
務
大
臣
が
販
売
業
者
等
に
対
し
、
回

収
等
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
（
第
二
十
一
条
の
十
三
関
係
）

三

自
主
表
示
対
象
機
械
器
具
等
の
製
造
又
は
輸
入
を
業
と
す
る
者
は
、
自
主
表
示
対
象
機
械
器
具
等
が
技
術
上
の
規
格
に

適
合
し
て
い
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
検
査
を
行
う
と
と
も
に
、
当
該
検
査
に
係
る
記
録
を
作
成
し
、
保
存
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
。
（
第
二
十
一
条
の
十
六
の
三
第
一
項
及
び
第
三
項
関
係
）

四

技
術
上
の
規
格
に
適
合
し
て
い
な
い
自
主
表
示
対
象
機
械
器
具
等
が
市
場
に
流
通
し
た
場
合
に
、
総
務
大
臣
が
販
売
業

者
等
に
対
し
、
回
収
等
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
（
第
二
十
一
条
の
十
六
の
六
関
係
）

五

そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
。

第
三

罰
則
に
関
す
る
事
項
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検
定
に
合
格
し
て
い
な
い
消
防
用
機
械
器
具
等
を
市
場
に
流
通
さ
せ
た
者
等
に
対
す
る
罰
則
を
引
き
上
げ
る
ほ
か
、
総

務
大
臣
に
よ
る
回
収
等
の
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
者
に
対
す
る
罰
則
を
新
た
に
設
け
る
と
と
も
に
、
そ
の
法
人
に
対
し
て

一
億
円
以
下
の
罰
金
刑
を
科
す
る
こ
と
と
す
る
等
、
罰
則
の
引
き
上
げ
及
び
新
設
並
び
に
両
罰
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
。

（
第
九
章
関
係
）

第
四

火
災
の
調
査
に
関
す
る
制
度
の
整
備

火
災
の
原
因
調
査
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
消
防
長
又
は
消
防
署
長
は
、
火
災
の
原
因
で
あ
る
疑
い
が
あ
る
製
品

の
製
造
業
者
又
は
輸
入
業
者
に
対
し
て
、
資
料
提
出
等
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
こ
と
。
（
第
三
十
二
条
第

一
項
関
係
）

第
五

そ
の
他

一

「
個
別
検
定
」
を
「
型
式
適
合
検
定
」
に
名
称
を
改
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
実
施
方
法
に
つ
い
て
総
務
省
令
で
定
め
る

こ
と
と
す
る
こ
と
。
（
第
二
十
一
条
の
二
第
三
項
関
係
）

二

日
本
消
防
検
定
協
会
の
業
務
に
係
る
規
定
の
明
確
化
を
図
る
こ
と
。
（
第
二
十
一
条
の
三
十
六
第
一
項
関
係
）

三

消
防
用
機
械
器
具
等
の
検
定
を
行
う
登
録
検
定
機
関
の
登
録
要
件
の
う
ち
、
試
験
設
備
の
保
有
要
件
を
緩
和
す
る
こ
と
。
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（
第
二
十
一
条
の
四
十
六
第
一
項
関
係
）

四

そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
。

第
六

施
行
期
日
等

一

こ
の
法
律
は
、
平
成
二
十
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
次
に
掲
げ
る
事
項
は
、
次
に

定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
一
条
関
係
）

１

第
六
の
二
の
一
部

公
布
の
日

２

第
一

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

二

所
要
の
経
過
措
置
を
設
け
る
も
の
と
す
る
こ
と
。
（
附
則
第
二
条
か
ら
第
七
条
ま
で
）

第
七

検
討

政
府
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
後
五
年
を
経
過
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
規
定
の
施
行
の
状
況

に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る

こ
と
。
（
附
則
第
八
条
関
係
）


